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⽊を植えて森や林を育てたり、池や湖を作って、⽣き物が⽣息・⽣育しやすい環境を創りあげる仕事、素晴らしいですね。
湖底の⼟の中に埋もれていた種から、絶滅したと思われていた植物が甦った例もあります。
頑張ってください（バードおじさん）。

自分のなりたいシゴト

自然を増やす自然にやさしい仕事
どんなシゴトかな︖

・⽊を植えたり、⽣物が住みやすいかんきょうを作る仕事
・絶めつしゅをほごする仕事

「自然を増やす自然にやさしい仕事」のシゴトでできるエコ

・森・林を作る事によってCO２吸収量を増やす。
・池・湖などを作り、すがたを消した⽣物をよびもどす。
・また⽊を増やすと、温度をさげ、あつくても昆⾍、⿃、⿂などにえいきょうせず周りの温度もさげる。

事務局からのひとこと

事務局からのひとこと

難病の子供を助けるための様々なアイデア、素晴らしいですね。世の中の人がもっと難病で苦しむ子供達に関心を持ち、
寄付の額が増えていくといいですね（フォレストおじさん）。

自分のなりたいシゴト

難病の子どもをたすけられる人
どんなシゴトかな︖

お⾦のきふ。薬のきふ。

「難病の子どもをたすける人（アフリカなど）」のシゴトでできるエコ

アフリカにきふしてもらったお⾦で⽊をふやして、家などがたてられる。地球温暖化の対策にもなる。
⾷糧不⾜のアフリカに⾷べ物をきふするため、⾷べすぎの国や、たくさんすてている国によびかけを⾏って、
きふをすれば、その国はゴミもへって、アフリカもたすかって、一石二⿃になる。



・・　　　　　・・
エコをするのはええことだ。

事務局からのひとこと

児童指導員としての子供たちに対する真剣な気持ちが伝わってくる素晴らしい活動ばかりです。未来を担う子供たちに少し
でも環境に関心を持ってもらえるよう頑張ってください（３Rおじさん）。

児童指導員
どんなシゴトかな︖

・家族との事情で一緒に暮らせなくなってしまった子供たちの⽣活を支えてあげる。
・一日一日の⽣活の中で、社会に出ても困らないように、教えてあげる。

「児童指導員」のシゴトでできるエコ

・子供たちに地球環境のことを教えてあげて、改善できることを一緒に考える。
・子供たちが使わなくなった物を集めて地域のバザーなどに出す。
・子供たちが遊ぶ場所に⽊や植物を植えて緑を増やす。
・朝⾷の時間や⼣⾷の時間になるべく⽔を使いすぎないようにするために、効率よく使う。また⾷べ残しや買いすぎがないよ
うに管理し、子供たちにも声をかける。
・年れい（子供）に合わせて、おさがりの服などが着られるようにする。

「料理人」のシゴトでできるエコ
・⾷材のおいしくない所や骨なども加工しておいしくしたり、ダシをとったりしてムダなく作る。
・注⽂されてから料理を作り、余りをなくす。
・店のレジのとなりに難⺠基⾦箱を作って⾊々なボランティアに参加する。
・無農薬でいま少なくなっている野菜を自分で育てる。
・LEDライトを店に取り付ける。

事務局からのひとこと

お店のレジの横に難⺠募⾦箱を置いたり、様々な省エネ、省資源活動、素晴らしいですね。腕を磨いておいしい料理を
作って提供すれば、お客さんも増え、募⾦もたくさん集まりますね。頑張ってください（３Rおじさん）。

自分のなりたいシゴト

自分のなりたいシゴト

料理人
どんなシゴトかな︖

⾷べ物を調理しておいしい料理をていきょうする。


